「京都型農林業プロジェクト委員会」第1回林業部会　摘録
１　日　時　　平成23年11月4日（金）14時45分から16時30分まで

２　場　所　　京都北山杉の里総合センター大会議室
３　出席者
委　　員　　岩井吉彌副委員長（林業部会長），岩井有加委員，上西委員，川勝委員，
寺内委員，野口委員，松井委員，山下委員
（欠席委員　　松山委員）
事 務 局　　農政企画課：鳥越担当課長，鈴村係長，三宅
林業振興課：三嶋担当課長，三井

京北農林業振興センター：磯部係長
４　内　容

（１）開会
（２）委員紹介
（３）第１回全体会議の摘録の確認
資料１により，事務局から第１回全体会議の協議概要を説明。
（４）林業部会の進め方の説明
岩井林業部会長から進め方を説明。
（あらかじめ委員から提出されたレポートを基に協議する。その協議内容を踏まえて再度レポートを提出し，次回の協議資料とする。これを繰り返すことで，内容を磨き上げる。）
（５）レポートの概要報告と部会長からの意見
　　資料２により，各委員から提出されたレポートの概要について事務局から報告。

資料３により，岩井林業部会長からレポートに対する意見を説明。
（６）京都市の取組状況の説明

　　資料４及び５により，今日までの北山林業地域について事務局から説明。
（７）意見交換

松井委員
観光事業に取り組むというのはひとつであるが，地域にどれくらいの意欲があるか。
小学校廃校に対する地元の危機感はどうか。丸太生産が縮小せざるを得ないという状況を了解されているのか。
岩井部会長

地域の方は丸太生産の減少を了解はしていないが，残っている生産者は2割もいないと思う。地域には，林業をなんとかしたいという思いがある反面，何をしても駄目だと思っている部分もある。北山林業は縮小せざるを得ない。小野郷の小学校は2年前に休校となり，雲ヶ畑の小学校は来年休校になる。次は中川地域，という危機感がある中，JRバスの廃止も懸念している。古い車両を無理して使用し，現在は1時間に1本ペースで走っているが，乗客がいるのは通勤時のみである。雲ヶ畑の京都バスも廃止になるらしい。高齢者の増加に伴い，運転を控える方は増える一方なので，街中とつながるバスがなくなれば，地域は崩壊してしまう。JRバスを使って外部の人が地域に来ていだだけるようなことを見つけなければならない。
川勝委員
そもそもこの会議は，中川地域に絞って協議するのか。
事務局
北山林業地域全体の振興について協議する場であるが，その中でも中川地域ではどのようなことができるか，ということに焦点を当てて協議している。
岩井委員

大学のサークル活動で，雲ヶ畑の林業を手伝っている。バス廃止の噂を聞いてバスを使うようにしたり，小学校の跡地利用について話をすることもある。
地域おこしの会を作っているある地域では，手書きの地域内情報誌やホームページ，ビデオなどを作製して情報発信に力を入れておられ，住民にまとまりができている。中川地域はどのように情報発信されているか。
岩井部会長
北山丸太生産協同組合ではホームページやパンフレット，ビデオを作製しているが，パンフレットの配布場所は把握していない。北山丸太生産協同組合もかつては80名いた組合員が半分になった。この組合をどうするかも考えなければならない。
岩井委員

ビデオの内容はどのようなものか。インターネットで見られるのか。

岩井部会長
伝統的な加工のプロセスなどである。ネット配信はしていない。

野口委員

まずは北山杉の生産振興をすべきだと思っている。生産があってこそ，観光に広げることができる。北山杉は，年配の方には知れ渡っているが，若い世代は知らない。そのような将来の消費者に知ってもらうことが必要である。林業を知らない人も多く，木を切ることが悪いことだと固定観念を持つ人もいる。そのような人が観光などするはずがない。義務教育で林業や銘木の価値を教えるなど，ベースが必要である。

岩井部会長
　確かに，林業あっての観光であるが，北山林業については，縮小はやむを得ないと思っている。
学校教育において林業に目を向けてほしいという要望があるが，林業を知る先生がいないため，先生の教育から必要になる，ということでなかなか進まない。ヨーロッパでは日本と違い，森林と人間との関わりが深く，ドイツなどでは家庭でも子供に教育している。
野口委員

私が北山杉を知ったのはつい最近である。一般の人はなおさら知らないと思うので，周知に力を入れるべきである。

上西委員
観光は良い案であると思う。どのようにPRし，お金を落としていただくかを考えなければならない。しかし，まずは林業を業としてどのようにしていくかを考えるべきであり，林家にやっていただくべき事柄は何かを明らかにして，その次に観光である。
京北で子供達に農業体験をさせることがあるが，昔ながらの大変な作業を体験させるのはどうかという意見もあり，体験方法を考える必要があると感じた。北山杉の体験では簡単な作業だけさせていると聞いた。
観光箇所だけが盛り上がり，その周辺が寂れることがないようにする必要がある。京北行きのバスにも影響するので，この地域にはぜひ元気になってほしい。

川勝委員
林業体験で下草刈りや皮剥きをさせたことがある。大変な思いをさせたが，印象には残っていると思う。花脊山の家に宿泊に来る生徒を対象に，林業体験をさせてはどうか。
岩井部会長
　小学生には危険である，ということで教育委員会は嫌がるだろう。

　森林・林業再生プランに基づいて，市町村計画を立てることとなっているが。
事務局
作業の最中である。北山林業地域は特殊な施業をしているので，今までとは違う位置付けへの変更を検討することができる。
岩井部会長
行政が計画を立てるとき，森林組合に意見を聞くことはあっても，山の所有者に意見を聞かない。全員でなくとも，意見を聴くべきである。
事務局
造林組合の代表などに対し，地域別に説明会を行っている。個々に意見を聞くシステムが，地元に確立されていない。 
岩井部会長
アンケートをとればよい。統計的な結果だけでなく，自由意見を重視するべきである。

上西委員
　北山丸太の登録商標を有意義に活用していないとのことだが。
岩井部会長
詳しい話はわからないが，もったいない話である。
事務局
北山丸太が売れない理由のひとつに，ハウスメーカーが求める寸法と北山丸太の寸法の違いが挙げられるのではないか。
岩井部会長
　確かにあると思う。今はほとんどプレカットになっている。自社工場でプレカットされている地元業者もあるが，それでも販売が好調であるとはいえない。
山下委員
先程，北山杉をあきらめている人が8割くらいかもしれない，との話があった。頑張っている方もあきらめている方も，北山杉では厳しいという思いを持っておられると思うが，観光業に取り組むことへの地域の方の思いは？
岩井部会長
数年前に，「文化的景観」として指定を受けることについて，地域住民に賛否を伺ったところ，70％以上の方が賛成だった。しかし，「いいことだから進めてもらったらよい。」との結果であり，住民自身の主体性は感じられなかった。ただ，そのような答えが返ってくるのは，観光業に取り組むことに対し不安を感じている，ということである。私も不安である。「必ず儲かりますよ。」とは言えない。そういうのが必ず付きまとう。
松井委員

　「観光」と表現されているが，「人に来てもらう」ということである。その方法を，観光とするのか体験とするのか。林業のプロに，急に観光といっても無理である。
この地域は，個々の林家がトップランナーで走れるところであり，北山丸太は羨ましがられる存在である。市場の問題はあると思う。いきなり中国へ輸出といっても無理である。個々に走られる方があり，一方で地域として人を呼ぶ。「人に来てもらう」ということをもう少し整理できれば突破口が見えてくるのではないか。
岩井部会長
施設へ人を呼ぶだけでは収入につながらない。収入につながったときに初めて「観光」となる，と私は思っている。
松井委員

　中川は競争力を秘めた地域だと思う。林業に近い者とそうでない者とでは考え方にギャップがある。情報発信するときでも，人を呼ぶときでも，そのあたりを考慮しなければならない。
川勝委員

この付近には丸太商店が並んでいる。この時期，昔であれば丸太が所狭しと並んでいたが今は数えるほどである。得意先から直接受注している店だけが動いている。
松井委員
経営を継続しようと思ったら，やはり地域が盛り上がらないと，と皆さんお思いだと思う。
岩井部会長
夢のある，うまくいっている山主はいない。毎年ますます落ち込んでいるのが実態である。どうしていいかわからない。

岩井委員
林業が観光に役立つこともあり，観光が林業を利用することもある。両方バランスよくやっていかなければならない。
　先日宇都宮大学の学生を中川地域に案内したところ，北山杉のファンになってくれた。地味だが，このような地道な活動が必要であると思う。
寺内委員

林業がここまで深刻とは思っていなかった。時間をかけて考えたい。

山下委員

北山林業は，林業の中でも個性的である。子供たちに林業に対する理解を深めてもらうため，地元の方がやりやすい方法で，林業のことと北山杉のこと，両方の面から教えるとよいのではないか。
情報発信について，家の購入を検討している人などに対して行うとよいのでは。
岩井部会長
　子供に対する教育について意見が出たが。
岩井委員

　教育でできる部分とできない部分があるが，子供への教育は有効である。伝えるだけでは不十分なので，動画を使ったり，床柱を見学するツアーを提供したり，様々な方法でアプローチするとよい。
岩井部会長
林業そのものを教育する事例はあまり聞いたことがない。珍しいので注目されるかもしれない。

定年退職後，仲間と共に森林ボランティアをやっている高校の同級生がいる。木を切ること自体が楽しいと言う。このような人材は，山を管理するには都合が良い。
北山へ来ていただいて作業をしてもらうことは，ファン作りには有効である。ただ，ファンへと育てるためには長い目が必要であるが，この地域の人にとっては成果をあまり長く待てない状況にある。
以上で本日の協議を終了とする。

（８）閉会
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